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２０１０２０１０年度年度 第３四半期累計期間第３四半期累計期間 決算概況決算概況

進捗率通期予想増減2010年度2009年度

110.6

103.6

102.8

71.3

79.5

79.7

％

355

670

670

1,800

1,540

4,010

億円

-0.2-73,1963,202売 上 高

38.3%36.5%売上原価率

+20.3+66393326四半期純利益

+14.9+90694604経常利益

+14.9+89689600営業利益

-10.6-1521,2831,435販管費

1,168

億円

1,224

億円

+4.8+57売上原価

％億円

通期予想：2010年10月29日 第2四半期決算発表時に公表した2010年度予想値
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事業事業別売上高別売上高

進捗率通期予想増減2010年度2009年度

83.553+12.4+54439一般用医薬品

80.63,507+0.1+42,8272,823国内医療用医薬品

(71.4)(275)(-1.2)(-2)(196)(199)（うち海外売上）

79.74,010-0.2-73,1963,202売 上 高

79.93,907-0.2-73,1243,131医薬品事業

70.0

70.7

73.9

％

103

126

221

億円

0.407272その他

-10.2-108999医薬品その他

169

億円

163

億円

-3.4-6海外医療用医薬品

％億円

【【２０１０２０１０年度年度 第３四半期累計期間第３四半期累計期間 決算概況決算概況】】
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国内医療用国内医療用医薬品医薬品 主要製品売上高主要製品売上高

83.393-15.7-147792タナトリル

66.1126+16.0+118372タリオン

(113.9)(47)(+287.7)(+40)(54)(14)（ジェービックV）

(105.2)(73)(+24.4)(+15)(77)(62)（インフルエンザ）

79.9118+7.5+79588メインテート

(76.3)(118)(+1.4)(+1)(90)(89)（ミールビック）

進捗率通期予想増減2010年度2009年度

80.1111-3.3-38992デパス

79.2178+4.2+6141135セレジスト

79.8150-8.2-11120131ウルソ

81.295-11.8-107788ヘルベッサー

80.63,507+0.1+42,8272,823国内医療用医薬品

76.9607+29.9+108467359レミケード

90.9268+31.4+58243185ワクチン

81.5

79.1

％

160

283

億円

-14.9-23130153アンプラーグ

223

億円

224

億円

+0.4+1ラジカット

％億円

【【２０１０２０１０年度年度 第３四半期累計期間第３四半期累計期間 決算概況決算概況】】

ワクチンおよびインフルエンザワクチンの2009年度実績には新型インフルエンザワクチンを含まない

2010年度のインフルエンザワクチンは新型と季節性の混合型
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2007年度2006年度2005年度2004年度2002年度 2008年度

レミケードの売上推移（薬価ベース）レミケードの売上推移（薬価ベース）

関節リウマチ効能追加

関節リウマチ全例調査終了

ベーチェット病効能追加

c 2010 IMS ジャパン（株） 出典：2002年4月～2010年12月JPM 無断転載禁止

億円

クローン病維持療法効能追加

2010年度

関節リウマチ用法用量変更

乾癬効能追加

2009年度2003年度

強直性脊椎炎効能追加

潰瘍性大腸炎効能追加

【２０１０年度 第３四半期累計期間 決算概況】



Page.5

売上原価・販管費売上原価・販管費

進捗率通期予想増減2010年度2009年度

68.3118-5.7-58186販売促進費

75.3101+0.107676のれん償却額

72.1371-0.8-2267270その他

68.0700-22.1-135476611研究開発費

75.0510-2.7-10382393人件費

102.8

71.3

79.5

79.7

％

670

1,800

1,540

4,010

億円

-0.2-73,1963202売 上 高

38.3%36.5%売上原価率

+14.9+89689600営業利益

-10.6-1521,2831,435販管費

1,168

億円

1,224

億円

+4.8+57売上原価

％億円

【【２０１０２０１０年度年度 第３四半期累計期間第３四半期累計期間 決算概況決算概況】】
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営業外損益・特別損益営業外損益・特別損益

+44-固定資産売却損

-13115   構造改革費用

-15418減損損失

+44-特別退職金

+40432投資有価証券評価損

進捗率通期予想増減2010年度2009年度

-15723事業休止関連損失

125.05+561特別利益

85.175+16463特別損失

+22.1+154営業外損益

110.6

103.6

102.8

％

355

670

670

億円

+20.3+66393326四半期純利益

+14.9+90694604経常利益

+14.9+89689600営業利益

億円 億円 ％億円

【【２０１０２０１０年度年度 第３四半期累計期間第３四半期累計期間 決算概況決算概況】】
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開発パイプラインの進捗状況開発パイプラインの進捗状況（１）（１）

【新規化合物】

MP-424（NS3-4Aプロテアーゼ阻害剤）

C型慢性肝炎 国内申請 （11年1月）

FTY720（スフィンゴシン1リン酸受容体調節剤）

多発性硬化症* 国内申請 （10年12月）

スイス・オーストラリア承認（11年1月）

（導出先：ノバルティス社）

【効能追加】

レミケード（抗ヒトTNFαモノクローナル抗体製剤）

クローン病：用法・用量の変更 国内申請 （10年12月）

献血ヴェノグロブリンIH （ヒト免疫グロブリンG）

重症筋無力症* 国内申請 （10年12月）

2010年度第2四半期決算発表時点（2010年10月29日）からの主な変更点

*希少疾病用医薬品指定（国内）
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開発パイプラインの進捗状況開発パイプラインの進捗状況（２）（２）

【未承認薬・適応外薬解消への対応】

メインテート （選択的β1遮断剤）

慢性心不全 国内 公知申請（10年11月）

アザニン （免疫抑制剤）

全身性血管炎、全身性エリテマトーデス（SLE)、 国内 公知申請（10年11月）
多発性筋炎、皮膚筋炎、強皮症、混合性結合組織病、

および難治性リウマチ性疾患

抗D人免疫グロブリン
分娩後、妊娠中ないし分娩における処置、腹部打撲後等、 国内 公知申請（10年11月）
および妊娠28週前後のD(Rho)因子感作の抑制

【その他変更点】

ロフルミラスト（PDE4阻害剤）

気管支喘息、COPD ナイコメッド社との共同開発終了

2010年度第2四半期決算発表時点（2010年10月29日）からの主な変更点



注意事項

本資料に記載した一切の記述内容は、現時点での入手可能な情報に基づき、

一部主観的前提をおいて合理的に判断したものであり、

将来の結果はさまざまな要素により大きく異なる可能性がございますので、

ご了承ください。


